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歴 史 一 一

明 治 期 の 神 戸 病 院

そ の 後 の 資 料 か ら

神戸大学医学部公衆徐f生学教授 住 野 公 昭

`1r
`1



'蕪

"
%.r
k

i"

ノ

ノ

ノ

ノ

ア
め

ま

繊
難
撫
撫

.灘

灘翻

、.灘灘

Y;'"灘 欄 灘

灘雛鐵盤

写真2明 治10年頃の神戸病院の骨儲標本写真(上)

と解剖写真(下)(究 理堂文庫所蔵)

葦

苓華

ソ

かかわ らず明治21年3月 廃校 とな った。 もし、甲種医学

校の神戸医学校が存続していた ら名古屋、京都の医学校

と同様に後に医科大学にまで昇格したであろうに、後 々

まで千載の恨事として残念に思 うと述べている。校友の

後藤新平(当 時内務省衛生主任)の 情誼で長崎医学校へ

の転任が きま・,ていたが、兵庫県令内海等 の強い開業の

勧めによ り明治21年4月 北長狭通 りに病院を設立した。

当時の神戸医学校卒業生である河本後進、内田伴三郎、

長沢亘(前 号で神田知二郎紀念 の碑を昭和12年 に再建立

した ことは述べた)の 三人がq医 学校時代 の佐野先生"

を回想 している。卒業か ら50年 経過した昭和10年 の談話

であるが、医学校廃止絶対反対を叫んだのは佐野先生で

あ った。しかし、校長(神 田知二郎)が 温厚篤実で、反

対運動の第一一線 に立つには不適当な人であったためにこ

の反対運動が沙汰止みにな ったことは実に遺憾千万の事

であ った と述べている。なお、 この3人 と殆 ど同時期に

在校 していたと思われる山中玄二(27年 卒山中陽一、32

年卒山中昭夫両先生の御祖父)が 、父業三(漢 方医)宛

に差し出した封筒を写真4と して掲載 させて頂いた。残

念なが ら手紙の内容は不明である。

佐野誉が在職 した頃の病院が 明治初期に建築 され

た ものか、その後再建があ ったか資料はない。しか

し明治期 の写真を多数収集保存 されている荒尾親成

氏(元 神戸市立美術館長、元市立南蛮美術館長)の

お宅を伺 ったところ、明治期のそれ も現在 の楠町に

移転(明 治33年)す る前と思われる神戸病院(写 真

5)と 神戸梅毒病院(写 真6)の 写真が 見つかっ

た。撮影年次不明の絵葉書風の写真で、横の説明に

は下山手7丁 目とあるが、明治初期の初代の病院と

は明 らかに異なる。写真7は 荒尾氏が紹介している

奴神戸を描いた絵"の 一枚で武文彦氏11才 の想い出

画 として兵庫県立病院の正面が描かれている。添書

に明治26年 とあ り、 先 の病院正面と 類似 している

が、玄関前のソテツが画かれていないところを見 る

と写真7は 写真5よ り以前のものか もしれない。な

お写真5の ソテツ群を見 ると現在の病院前の ソテツ

とも似てお り、 もし移転に伴 って楠町に移植された

とす ると明治の唯一の遺物か も知れない。

さて、前号でも触れたが、江馬坂に存在 していた

江馬病院の状況と旧神戸病院(下 山手にあった病院)

の最後の院長 であった江馬賎男の詳細が判明した。

ジ ョセブ彦(1837-1897、 播磨町 出身、 米に漂流

後、日本人最初のカ トリック洗礼を うけた。近代新

聞の創立者)の 研究者 として名高い近盛晴嘉氏(元

読売新聞論説委員、元帝塚山短大教授)に お会いし

て江馬氏の消息を知 りえたのは誠に偶然であった。

前号で触れた京大教養部図書館蔵の明治期神戸病院の

写真は、 実は近盛氏が神戸病院ではなかろうかと判定

し、下山手通 りに生れ育った氏が再山道の道標を先の荒

尾氏と共に見つけたのがきっかけである。近盛氏はジョ
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写真3小 石弟次郎(本 人の履歴書は第二郎)の

副院長昇任辞令,(究理堂文庫所蔵)
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写真4本 学第2外 科出身山中陽一先生御祖父山

中玄二が県立神戸医学校在学中に父宛に

出された封筒裏(明 治18年)

セブ彦の研究中、彦が神戸を再々訪問し、伊藤博文や初

代病院長のヴェー ダー(Vedder,A.M.)と も親交があ

り氏名不詳の外人写真を鑑定中に藤田氏(京 大教養部化

学教室)か ら話が もちこまれたそ うであ る。 この間の経

緯は近盛氏発行の 「浄 世夫彦」誌15、16,17号 に くわ し
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写真5明 治期の神戸病院(年 代不明)(荒 尾氏所蔵)

いので割愛す るが、その氏が、自身管理者である春 日野

墓地の無縁塚を改葬する際、医学研究教育用にと江戸期

の人骨の一一部を第一解剖学教室に寄贈 されたのが、お会

いした きっかけである。氏は偶然にも江馬病院の近 くで

生れ育ち、江馬病院の御尊孫が大垣でご健在とい う話で

ある。早速連絡をと り、一 月の終わ り大垣のお宅を伺 っ

た。

江馬家は代 々大垣市の蘭学医家で、江馬賎男(1862-

1923)は 、 五代 目江馬元義の 弟江馬春琢の 養嗣子であ

る。現在の当主江馬庄次郎氏は賎男の養嗣女つねの長男

で、正に江馬坂にあった江馬病院で生れ育 った神戸 っ子

であ った。本家の事情で、現在庄次郎氏が本家養子 とな

り、江馬家に伝わ る資史料を保存管理 されている。江戸

中期か ら幕末明治にかけての文書類を集めた 「江馬家来

簡集」に よれば、江馬賎男は明治20年 東京帝国大学医学

部を卒業、直ちにベル ッ教授の助手 とな り、明治23年29

歳で静岡病院長に就任 した。明治25年 県立神戸病院副院

長 に就任、27年 院長昇格、31年 病院新築移転地問題で県

知事と意見対立し 辞任。 花隈で 開業 し大いに 盛況を極

め、明治36年 神戸病院跡地付近、下 山手通八丁 目に江馬

病院を新築移転した。その後盛業で持続し、灘区原 田に

豪壮な別宅を設け趣味広 く一級品を収集し大正12年 脳出

血で死亡、先の春 日野墓地に葬 られた。来簡集には明治

25年1月13日 付の 後藤新平(当 時 衛生局長、 後 外務大

臣、東京市長、内務大臣等)か らの書簡があ り、神戸病

院赴任の決心がついていないようだが、質問に対す る回

答として現院長 は高橋、病院は県立であって学校なし、

生徒なし、就職年限なし、

叢灘 繋 鰻 齢 噸14・ 円也としるさ

馨 藁類 饗 れている・繕 簡もさるこ
～,x.;,.<'・ と な が ら 、 誠 に 興 奮 を 覚 え

ミ!lt_>ssll'る
の は 大 正10年 頃 に 白 筆 て

i:3:,

・'、r....:;・ 書かれた自叙伝が墨痕生 々

懸 観1.'乱 しく保 存 されて いる こと

で、相当な大冊であったが

神戸病院に関する部分を複

写 させて頂いた。
ピ'"静 岡病院長であ った明治

、25年1月(前 記の手紙を受
紺、 け とった前後)顔 面丹毒に

二 。 罹 り九死に一生を得た快復

期に、後藤新平の紹介状を

携えた兵庫県知事周布公平

が面会を求め、神戸病院へ

≡ の転任勧誘の面談をしてい

1る.静 岡病院の好収支 名
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声 を姦しか らんとする開業

医の排斥論に好機 とばか り

大患後 の衰弱を口実 に辞表

を提出した。2月 中旬大垣

に戻 ったが大降雪のため療

養で きず、須磨浦にて転療

する決心で来神 した。明治

25年3月 末神戸病院副院長

拝 命、 内科 主任、 眼科兼

務、梅毒病院副院長兼務 と

な った。赴任 当時の診察風

景が記述 されてお り、漸 く

歩行 自由になった ものの指

関節の痺痛がつ よく、打診

が できず聴診器 も自分で耳

に挿入できず、医員、看護

婦同道で外来や入院患者の

診療に従事したとある。頭

部は注射や化膿切開のため

脱毛し、
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写真6明 治期の神戸梅毒病院(荒 尾氏所蔵)

前額中央は筋肉一部欠損、 糊帯を施した診療

は、副院長は恰も癩病又は梅毒患者の如しとささやかれ

たらしい。その他梅毒検査法の監督や地域医会での臨床

的講義、伝染病の予防消毒法の指導出張などが記述され

ているが割愛する。

当時病院長であった高橋盛寧(明 治16年東大卒、明治

27年退職下山手通で外科開業)は 胃疾を持ち27年春急性

肺炎後開業のため辞任し、江馬が後任の院長に 昇格し

写真7

明治26年の神戸病院門前風景(荒 尾氏所蔵)

た。なお、高橋院長の勧めで病弱体質改善のため狩猟を

始め、後大いに健康 を回復したとい う。その頃か ら神戸

病院が老朽、狭陸のため移転計画が持 ち上が り、周布知

事に建議したが丁度長崎か ら大森鐘一が来任、県会に謀

り移転が可決された。しか し、その位置について新知 事

と相譲 らず意見が入れ られない以上辞表 を提出すること

やむをえなきことと なった。 江馬は 新病院の 位置につ

き、当時は市外地に等しい有馬街道舐園神社に対峙す る

丘陵一帯を数千坪買収し(十 円/坪)、 岡上に建設すれ

ば本邦一二の最良病院位置になると主張 した。しかし知

事は五二会会場跡地は県有地で、現病院敷地を売却すれ

ば新病院建築費用の大部分が充用できる、県会の決議に

したが って勤務を継続するよう説得した。 しかし知事の

い う新病院付近(楠 町)は 、現在民家がなくて も病院移

転後は忽ちその周囲は民家で囲まれ、将来再び現在と同

じ狭険となるのは火をみるより明 らか、その点岡上であ

れば民家 より遙に高 く、璽立す る姿は風光絶佳と、極力

抗論した。先見の明を理解 されなか.,た 不運 として辞職

を決意し、明治31年3月 退職した。かつて昭和40年 代始

め、本学の敷地が極端に狭 く、将来の発展のためにと名

谷の一等地に神戸 市が移転話を持 ってきたとい う。江馬

の予感は70年 後に具現したのである。当時の教授会は交

通の不便 さか ら患者が来ないなどと、名谷移転を拒否し

た経緯をきくにつけ現在の狭 さをか こつ我々は何とも見

通しのない決断を くり返 したか と思 うばか りである。

写真8は おそ らく江馬が畠1院長在任時 の明治27年 に撮

影 された病院庭における全職員の写真である。江馬は中

一88一
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写真8明 治26-7年 頃の神戸病院の職員写真(江 馬氏所蔵)

跡地 と思わ μ、内科院の前

の坂ほ 後年 江馬坂 と呼ば

れ、[天院は昭和10{匹f工まて

存続した 、

列看 護婦 の前 に坐す左 か らニ ノ、目て あ るb

辞 任 を決意 した後 任に赤 沼新 占、 イi後 に鈴木 徳lljか

姫 路病 院 長 よ り転 じ、 こ代 の院 長 を経 て病 院 移転か完 成

した とい う,な お江馬 院長在 任中 明 治28年5月 か ら8)!

まで 正岡r規 が 神戸病 院 に入院 したが 、そ の様j㌃は ぞ浜

庫県病 院 協会会 報"(昭 和60年111,:_,T!)に 金 光邦 二三氏 か

くわ し く書かれ てい るの て一=%f-II/L願い たい 、

舌i任後の江馬,:直 ちに花 隈町 の 自宅を改 築 し、 明治31

1月 江 馬内 科院 を【}月業 、新 工 夫を施 し大 い に繁 盛 し明

治36{i旧 病 院 の}i弥地 を購 入 し江 馬 内科院 を新 築 した 写

真9は そ の新 築哨 の写真 て、r前 の空地 は 当然旧病 院の

職 名と しての 交流は 強 くなか ったのか魂,しれない,

し神戸1気学校か存続していたら同僚として働いていたか

4,しれないし、あるいは江馬の神戸赴任1よなか ったか も

しれない 神戸医学校の廃校に伴 う巡り台わせ とい うべ

きだろ う

/.¥回は明治期の神ノー∫医学

校、神戸病院に在職した3

人の 先達について 解 説 し

た、、3人 は何れ も他県か ら

赴任 しうち2名(佐 野、江

馬)は 神戸病院退職後 魂,神

戸に とどま り生 を 全 うし

た。2人 は2年 違いの東大

卒でベルツ教授、後藤新平

てつなが り、退職後の開業

地 も極めて近 く狩猟を趣味

とした。互いにもちろん面

識はあ った と思 うが 「回想

録」 「自叙伝」にぱ互いの

名前はみ られない。病院退

も

前 号に もお願いし ましたが、明治、大正、昭和終戦前

まての資史料を1矢学部でも収集しています。 このたび医

学 部図書館内に塙分館長の御好意で資史料俸を設けて頂

きました、将来1記 の写真や史料 を保存し、閲覧のため

に開放することを考えています、神戸病院あるいはそわ

1'J,外ても[ケ、学関係の 資史料、 物品が ち}1ば ご連絡下v

し ・曳

今回の資料収集に御協力頂 き、写真の掲載を。1可され

ました小{;先 生、荒尾氏、 佐野先生、江馬先生および助

言を賜オ.・)ました近盛氏の各氏に感謝申し上げ ます。

(一部敬称略)

写真9神 戸病院跡地に新築された江馬内科院

(明治36)(江 馬氏所蔵)
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